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第 1 章では， Thermal desorption cold trap injector 装置， Purge and cold trap injector 装置およびガスクロ
マトグラフィー・マススペクトロメーターを用いて，清酒中の「ムレ香」物質の検索と同定を行った結果，その主要構
成物質として i -valeraldehyde, ethyl i -valerate および 1 ， 1 -diethoxy -3 -methylbutane の 3物質を同定
し， 3 名の熟練パネラーにより，これらが「ムレ香」物質であることを確認している。
第 2章では，同定した「ムレ香J 3物質の官能的関値を測定し，統計的解析法を用いて i -valeraldehyde が「ムレ
香」の主成分であり，他の 2物質は i -valeraldehyde と共存することにより，より「ムレ香」らしさを付与する物質
であることを明らかにしている。
第 3章では， Purge and cold trap injecto r装置およびガスクロマトグラフィー・マススペクトロメータ装置を用


















(1) íムレ香」物質の検索と同定を行い，その主要構成物質としてる i -valeraldehyde, ethyl i -valerate および
1, 1 -diethoxy -3 -methylbutane の 3物質を同定している。さらに，それら物質の官能的関値を測定し，統計
的解析法を用いて i -valeraldehyde が「ムレ香」の主成分であり，他の 2物質は i -valeraldehyde と共存する
ことにより，より「ムレ香」らしさを付与する物質であることを明らかにしている白
(2) Purge and dold trap injector 装置およびガスクロマトグラフィー・マススペクトロメータ装置を用いて，清酒
中の「ムレ香J 3物質を精度良く定量する方法を確立している。さらに，この方法を用いて市販生酒の分析を行い，
市場で販売されてる品質の劣化した商品の多くに， íムレ香J が発生していることを指摘している。
(3) 貯蔵中における清酒中の「ムレ香J 3物質の挙動および前駆体などを検討した結果， íムレ香」主成分である l­




(4) íムレ香」発生防止を目的とした清酒の限外漉過法の条件を検討し，工業規模の限外漉過装置(処理能力: 1,OOOL 
/h) の実用化に寄与している。
以上のように，本論文は生酒における「ムレ香」の原因となる微量香気成分の同定とその生成機構について学術的な
解明を行い，さらにその発生防止を目的に工業規模の限外鴻過処理法の開発に成功している。これらの業績は清酒の品
質管理法の進歩に貢献し清酒業界の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと
認める。
円L??? ?
